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Ｉはじめに

サケ・マス類の養殖においては、ウイルス性疾病による被害の増加を契機として器具・機材お

よび魚卵等を消毒するために各種の消毒剤が使用されるようになったが、これらの薬剤のなかで
１）

水産用医薬品として扱われている消毒薬はポビドンヨート゛斉Ｉただ－種という現状が示すとおり、

消毒薬を使用する場合に参考と成り得る資料や知見は少ない。したかって、魚病病原体に対する

消毒薬の効力評価に関する資料を蓄積し水産養殖における使用基準を明らかにする必要か生じて

いる。

消毒薬の効力評価法には実験室試験と実際使用時の試験（ｉｎ－ｕｓｅｔｅｓｔ）があり､人畜の保健・

衛生の分野では公的な試験法か定められている。ここでとりあげる石炭酸係数（Ｐｈｅｎｏｌ

ｃｏｅｆｌｉｃｉｅｎｔ）試験も効力評価に関する公的試験法として古くから知られているもので、１９５２
２）

年の消毒薬検査指針（厚生省），ＡＯＡＣ（ＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＯｆｆｉｃｉａｌＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ
３）４）

Ｃｈｅｍｉｓｔｓ，Ｕ､Ｓ､Ａ）法，ＦＤＡ（ＦｏｏｄａｎｄＤｒｕｇＡｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ,Ｕ､Ｓ・Ａ１９３１）法

などかある。

このような公的な試験法を応用して魚病病原体に対する消毒薬の効力を評価する目的で、昭和

５４年度は、魚病細菌の場合の実施法の検討を行い、結果を「昭和５４年度魚病対策技術開発報

告書」として取りまとめた。本年度は引きつづいて実施法の検討を行い、サケ、マス類の代表的

な病原菌であり、またサケ科魚類以外にも比較的宿主範囲の広い、１．』Ｑ１ｍｏ'九ＬＭａＱに関する石

炭酸係数測定手順を明らかにするとともに、水産の分野において器具・機材の消毒に用いられて

いる界面活性剤（逆性石けん、両性石ケン）系の消毒薬の４△Q』mO7L化ＬａＱに対する効力の評価

を行った。

Ｐ

Ｐ

1）

２）

３）

水産用イソジン液

厚生省（１９５２）：消毒薬検査指針、衛生検査指欽共同医書出版、東京．

Ｂａｓｓ，Ｇ､Ｋ・ａｎｄＬ．Ｓ・Ｓｔｕａｒｔ：Ｍｅｔｈｅｄｓｏｆｔｅｓｔｉｎｇｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ，

ｉｎｄｉｓｉｎｆｅｅｔｉｏｎ，sterilization，ａｎｄpreservation・ｅｄ．

Ｃ・ＡＬａｗｒｅｎｃｅａｎｄＳ．Ｓ･Ｂ１ｏｃｋ,Ｌｅａ＆Ｆｅｂｉｇｅｒ，

Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，Ｃｈａｐｔｅｒ，９．

Ｋｅｌｓｅｙ,』.Ｃ・（１９６９）：Ｄｉｓｉｎｆｅｔａｎｔｓａｎｄｍｅｔｈｏｄｓｏｆｔｅｓｔｉｎ９，

Ｊ､Ｍｅｄ、Ｌａｂ、Ｔｅｃｈｎｏｌ，２６，７９～８９．

(注）

４）
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Ⅱ魚病細菌の石炭酸係数について

1．石炭酸係数測定用標準株の検討
‐

せつそう病菌石炭酸係数測定の場合の１．△皿､，丸し。力山標準|朱について選定を行った。

■

ａ材料および方法

１）供試菌株

ＡＴＣＣ１４１７４株とＮＣＭＢ２０２０株の他に表１に示す野性株９８株を供試した。

表１供試菌株

ロ

分離年度 Ｑ分離機関名菌株記 号分離場所

ＴＯ－８００１～ＴＯ－８０３１

ＴＯ－８０５６ヘノTＯ－８０７７
１９８０

１９７９
東京都水試

奥多摩分場

ＴＯ－７９０１

ＴＯ－７９０４～ＴＯ－７９０７東京

ＴＯ－７８０１～ＴＯ－７８０９

ＴＯ－７８１１ヘノTＯ－７８１９

ＴＯ－７８２１ＴＯ－７８２４ＴＯ－７８２５

１９７８

Ｇ－８００１～Ｇ－８０１０

ＹＺ－８００１、ＹＺ－８００２
ＷＢ－８００１へＷＢ－８００３

岐阜 岐阜県水産試験場

１９８０ 奥多摩分場

熊本水試阿蘇分場

長野県水産指導所

新潟水試小出支場
梨
本
野
潟

山
熊
長
新

ＴＯ－８０３２～ＴＯ－８０３７

１９７８
ＡＹＳ－２

ＡＹＳ－７８１３

１９７９ Ｎ－７９１１

１９７９ ＡＳ－１

なお、ＮＣＭＢ２０２０株、ＡＴＣＣ１４１７４株についてはそれぞれ北海道大学

木村高久教授および第一製薬株式会社研究所井上進一氏の御厚意により分与いただいたもの

である。

２）供試薬剤

石炭酸係数による消毒薬の効力評価法は石炭酸の効力を標準としとその何倍の効力を有す

るかを表わす方法である。

すなわち、試薬石炭酸を供試し型.△αム極九〃・ＬａＱの石炭酸感受性を殺菌儂度で求め、石炭

酸係数測定用標準株を選定した。実験に際しては試薬石炭酸5.0’を蒸留水に溶解して２０

倍溶液としたのち、これより所定濃度の希釈液を調製した。石炭酸の儂度は１３０，１４０，

１５０，１６０，１７０，１８０倍の６農とした。

３）実験手順

所定濃度の石炭酸溶液を１０Ｍずつ調製し、この溶液にハートインフユージョンプイヨン

ａ
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（ニソスイ）で２０℃２４時間培養した供試菌液をＭ`加え、２０℃の恒温水槽に世き、

菌液混和後２５．５．１０．１５分後に石炭酸と菌の混合液一白金耳を後培養試験管に接

種した。後培養試験管は２０℃で４８．７２時間培養後の菌の発育状況を観察し殺菌農度

を求めた。なお、後培養試験管にはハートインフュージョンブイヨンを１０"'ずつ分注し

使用した．

ｂ結果と考察

ＡＴＣＣ１４７４株，ＮＣＭＢ２０２０株および当場においてヤマメより分離したＴＯ－７８０４

株に対する石炭駿の殺菌効果を表２に示した。

長２１.△α｣mD7LLcLααに対する石炭酸の殺菌効果

し

＄

Ｐ
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＊
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５．０

１０．０
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＊＊

ＮＣＭＢ－２０２０

Ｐ

＋……発育、一･･…･発育せず

＊……え.△α＝０，Ｇ,九LoLCZQ△Ｌ８ｓｐ」Ｑ－Ｚ７γ,ひれＬｃＬｃＺα

＊＊･…しⅡ.△ＱＬｍＯ,九LCLcZQ』U/OSP77TLZムグU,CLCZQ

この結果から４△αL’γ,け九LcLcZQ3株に対する石炭酸の殺菌儂度を求めるとＴＯ－７８０４

株は１７０倍、ＡＴＣＣ１４１７４株は１６０倍、ＮＣＭＢ２０２０株は１４０倍である。

同様にして残り９株について殺菌儂度を求め、その分布を図１に示した。
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1４０１５０１６０１７０ｌ８Ｕｌ８Ｕ＜

懸鬮膿度（希釈倍数）

図1Ｊ.△QLmo7L北ＬａＱに対する石炭酸の殺菌
濃度の分布

（＊５分では死滅せず’０分処理で死滅
する最大希釈倍数）

菌株の保存期間別の殺菌濃度について東京株の結果を図２に示した。
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図２菌株の保存期間吊りの石炭酸の殺菌濃度
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また、分離場所別の殺菌濃度を図３に示した。
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図３菌株の分離場所ｶﾞﾘの石炭酸の殺菌濃度

図１，２，３から明らかなように供試菌株の８８％が１５０倍から１７０倍の値を示し、

また保存期間・分離場所による差は認められず、囚.△Ｑ１ｍｏ７ＬＬｃＭＱの場合は石炭酸に対す

る感受性に関する菌株間の相異は少ないと考えられる。

以上のように石炭酸の殺菌濃度に関してＡＴＣＣ１４１７４株の値は他の野性株との間

に大きな差か無いことから石炭酸係数測定用標準株としてＡＴＣＣ１４１７４株を選定し

ても問題は無いと考えられ、また各種消毒薬のせつそう病石炭酸係数測定を行う場合の対

照に使う石炭酸の儂度は１５０，１６０，１７０倍の３濃度を設定する必要があろう。Ｐ

2．せつそう病石炭酸係数測定手順

消毒薬検査指針やＡＯＡＣ法，ＦＤＡ法などの石炭酸係数法と昭和５４，５５年度の当場に

おける検討結果に基づき、せつそう病菌石炭酸係数測定の手順について記すと、つぎのとおり

である。

ａ準備

１）培地

消毒薬検査指針ＡＯＡＣは、検査用培地として所定の普通ブイヨンを指定しているが、
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使用する培地については供｢式する菌種により栄養要求等か異なる場合かあるため、その都

度検討する必要かある。当場における実験では魚病細菌（３．△必』》γか､,…α,’.ＱｖＭルュ“）

の場合ハートインフュージョンプイヨン培地での菌の発育か上記培地よりも優れ、注た飯

塚ら（１９７７）も市販のハートインフユージョンプイヨン（粉抹培地）を使用している

点を考慮すると、‘.△αムロ九比､血，け.α兀例ﾙﾉﾉαﾙzL九)に関してハートインフュージョ

ンプイヨン培地か適しており、市販の粉抹培地を使用すれば十分であろう。

２）標準石炭酸溶液

純粋な試薬石炭酸５．０’を１００m'のメスフラスコに取り蒸留水を加え１００，，０とし、

正確に５．０％（２０倍溶液）を作り密栓保存する。

実験に際しては標準石炭酸溶液を滅菌蒸留水で希釈し所定の希釈液をつくる。

－`.△Q1mD7LL。“ＱＡＴＣＣ１４１７４株を使用する場合は１５０，１６０，１７０倍の希

釈液を調製すればよいと考えられるので、表３に示す要領で調製すると便利である。

４

■

ヘ

表３石炭酸溶液の希釈方法

希釈倍数

１４０

１５０

１６０

１７０

１８０

標準石炭酸液量（'１２８） 滅菌蒸留水量（〃８）

１２

１３

１４

１５

１６

２
２
２
２
２

Ｐ

3）供試消毒薬溶液

供試消毒薬５．０１をメスフラスコにとり蒸留水を加え１００１Ｍにし２０倍溶液をつくる。

消毒剤の殺菌力の強弱によってはさらに希釈し、１００倍、１０００倍希釈液を供試原液

とする。実験に際しては最初希釈倍数を粗くとって見当を付けたのち、しだいに細かい希

釈で行う。最終的な実験の場合にはその間隔を大体１０％程度になるようにする。そのた

めには表４に示す基準によると便利である．
表４消毒薬希釈倍数基準▲、ｆ－ＬＣ缶、、、戸

ワ

へ

4）使用器具

（１）試験管

消毒薬と細菌培養液を作用させる試験管は

比較的口径の太いものを使用した方か内容物

の混合や白金耳による釣菌に便利である。当

場ではモルトンキャッフ村の内径２２ｍ×１９０”

の大きさの試験管を使用した。

、
】

５Ｃ
P1

L｣

５Ｃ 〕０
r１

ＬＪ

）（］ ＪＣ

〕（ ９ＯＣ

９００－～l８０Ｃ 〕０

BOC ＤＣ Ｊ（］
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（２）移植用白金叫

太さＯ６ｊﾘ､のニクロム線を使用して内径４”の白金耳をつくり実験に用いる。白金耳

は５～６本を用意しておくと便利であるが、この場合は内径がすべて等しいことが必要

である。

ｂ実施方法

１）被検消毒薬の希釈液および石炭酸の希釈液１０１Ｍを試験管に分注し、２０士0.5℃に調

節した恒lhlZk槽に５分間静置する。同時に２０℃・２４時間培養した培養液も水擶槽内に静蘆する。

２）培養液１１Ｍを駒込ピペットにとり、薬剤のはいった試験管の壁に付着しない様に注意し

たから一度に注入する。それと同時にストップウォッチを作動させ、一定時間毎に同様の

手順をくりかえす。この際の間隔は１５～３０秒とすれば良い。１５秒間隔の場合には作

用試験管は、１０本、３０秒では５本の処理がnJ能である。

３）培養液を作用試験管に加え２５分経過直前に薬剤と菌液の混合液を一白金耳とり、正確

に２．５分後、培養試験管に移植する。同様の操作を５分、１０分、１５分後にくりかえす。

４）移植した後、培養試験管は２０℃で培養、４８時間および７２時間後に菌の発育状況を

観察する。

ｃ石炭酸係数算出法

作用時間５分では菌は死滅せず、１０分では死滅する消毒薬の最大希釈倍数と同じ結果を

得る石炭酸の最大希釈倍数との比を石炭酸係数とする（医科学研究所学友会編：細菌学実習

提要）。したがって、ＡＴＣＣ１４１７４株を供試した場合に表５のような結果になったときは

石炭酸係数='i完完9-10である｡ここで､単に石炭酸はﾁﾌｽ菌を使用したものであるた
め、表５の場合にはせつそう病菌石炭酸係数という具合にその菌種を明記する必要がある。

Ｂ

９

Ｐ

Ｐ
表５石炭酸算出法

１０希釈倍数 １５分

１：１５００

１：１６００

１：１７００

十
十
十

被検消毒剤

十
十

十

標準石炭酸 １：１６０

（十発育 発育せず）

ｄ石炭酸係数の問題点

本法かＲｉｄａｌａｎｄＷａｌｋｅｒ（１９０３）によって提唱されてからすでに久しく、さらに
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消毒薬検査指針か出されてから２８年か経過し、その問には種々の梢毒薬の開発かすすみ現

在ではこれらの消毒薬の評価法として、本法か必ずしも適した方法とはいえたいという指摘

も左されている。

その論拠として、噸本法はクレゾール等のフェノール系梢毒薬の検定法としてはすぐれて

いるが、その他の消毒薬についての意義か低い場合があること”、《ハロゲン系梢毒薬（特に

ヨード剤）の出現により短時間に薬効の得られる消毒薬の使用頻度が高まり、これらの消毒

薬に対して本法の感作時間等が適切ではたく、２．５分よりも短時間に感作する効果を検討す

る必要かあること'，さらに、炳本法は消毒薬の効力に及ぼすいろいろな因子を除外した条件

下の実験であるため、検定結果と実際使用する場合の効果か一致しないことも考えられる，，

などの`点があげられよう。

したかって、消毒薬の効果を石炭酸係数だけで評価することは適当ではなく、養殖の現場

《

ヘ

で消毒薬を使用するためにはｉｎ－ｕｓｅｔｅｓｔなどを実施する必要がある。

餌

▽

へ
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Ⅲ主として界面活性斉|]系消毒薬のＡ・ｓａｌｍｏｎｉｃｉＣｌａに対する効果

水産養殖分野で使用される消毒薬のうち伝染病の予防、防疫を目的として使用される代表的な

ものは塩素やヨーソ化合物などのハロゲン系ｲ肯毒薬と、界面活性剤系消毒薬である。このなかで

ハロゲン系消毒薬についてはその薬理作用上の特性から、いわゆる石炭酸系数測定法を応用する

には一考を要する．

したがって、ハロゲン系消毒薬の効力評価については今後の研究課題とし、本年度は界面活性

剤系の消毒薬を主体にしてＺ.△ＱＬ７γｔｏ"九力。(,ααに対する効力の評ihiを実施した。

】

守

Ｐ 1．材料および方法

ａ供試消毒薬

界面活性剤のうち作用力の点で最も優れる|場イオン界面活性剤の、第四級アンモニウム塩

４剤（塩化ペンザルコニウム，堀化ベンゼトニウム，塩化セチルピリジニウム，塩化メチル

ベンゼトニウム）とこれらを主成分とする市販の消毒薬（表６）７剤を供試した。

表６供試消毒薬

ＴＩＬ
量

拓
拓
拓
仏
仏

必
ノ
ノ
拓

拓
略
路
略
Ｗ
Ｗ
拓
拓
Ｗ
Ｗ
Ｗ
路

０
０
０
０
０
３
６
４
０
８
２
５

１
１
１
１
２

８
１
１

"■

ﾃ鴎|ｸﾙｺﾝ酸ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞン５％ヒビ

ｂ効力評価法

前項に示したせつそう病菌石炭酸係数測定法に基づいて、感作温度２０℃における殺菌儂

－９－



度を求め石炭酸係数を算出するとともに、ＩＩＷＦ温度を１０℃、５℃と低くした時(D効果につ

いても検討した。

2．結果

ａ石炭酸係数

供試消毒薬の４△α』mo7LL。ＬａＱＡＴＣＣ１４１７４株およびJJtりんＱｕﾙＣｕ』ＡＴＣＣ

６５３８ｐ（ＦＤＡ２０９Ｐ）株に対する効果を表７に殺菌儂度と石炭酸係数で示した。

Ｉ

表７－`.△ＱＬ７７ｚｏ診九比ＬａＱとｊＪﾉｔＱ/ｃＪＺＱｚＬルモzL△に対する消毒薬の殺菌効果

供試菌株 ＡＴＣＣ１４１７４ ＦＤＡ２０９Ｐ
Ｑ

殺菌儂虜化合物又は消毒剤名

塩化ペンザルコニウム

フェノーノレ係数 フェノーノレ係数 殺菌濃度

１：１５０００

１：２００００

１：７５０００

１：３５０００

１：７５

１：３６３

１：２５００

１：２５００

１：３５００

１：３５００

１：１０００

１：２２５

１：１４０JllJJ
塩化ペンゼトニウム

塩化セチルピリジニウム

塩化メチルベンゼトニウム

石炭酸

クレゾール石ケン液

「北研」ゼット

ハイアミン液

ハイアミンＴ液

オスパン液「ダィゴ」

５％ヒピテン液

テゴー５１

ゲ

Ｔ`￣

幻『■

テレメス

＊５分では死滅せず、１０分処理で死滅する消毒薬の最大希釈倍数

表７から皿.△a1mo7LL。力ααとＪｔＱ/2ノユzししＣｕ△についての各消毒薬の石炭酸係数の関係は

図４のとおりである。

石炭酸係数については、第四級アンモニウム塩（以下Ｑｕａｔ．と略記する）４剤か高い値を

示し、なかでも塩化セチルピリジニウムがＡＴＣＣ１４１７４株の場合８７５，ＡＴＣＣ

６５３８ｐ株の場合１０００と最も高く、ついで塩化メチルペンゼトニウム（ＡＴＣＣ

１４１７４株４３８，ＡＴＣＣ６５３８ｐ株４６７），塩化ペンザルコニウムの順で

－１０－



ＩＯＵ（）

ロ…〃僻瀝い■…ATCC14174

■…ｍ`…鑿ATCC6538p

１００
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液
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ベ
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秘
炭

ピリジニワム》》
塩
化
メ
チ
ル

塩
化
セ
チ
ル

塩化ベンセトーーウムル・鱸

あり、石炭酸係数に関して両菌種間に類似する傾向か認められた。

市販の消毒薬についてはＱｕａｔを主成分とする逆性石ケン製剤およびその複合.製剤か

ＡＴＣＣ１４１７４株の場合、５３～９４，ＡＴＣＣ６５３８ｐ株の場合３３～４７と石炭

酸係数は高く、クロルヘキンジン製剤のヒピテン５％液かＡＴＣＣ１４１７４株で２８，

ＡＴＣＣ６５３８ｐ株で１３，グリンン系両性界面活性剤を成分とするテゴー５１，テレメ

スでは前者の場合ＡＴＣＣ１４１７４株で１９，ＡＴＣＣ６５３８ｐ株で３，後者ではそれ

ぞれ１８，２となった。

供試消毒薬中クレゾール石ケン液は石炭酸係数か最も低くＡＴＣＣ１４１７４株で２、

ＡＴＣＣ６５３８ｐで４８という結果である。

ｂ２０℃における殺菌農度

２０℃における殺菌農度について図５，６に示した。

￣

－１１－
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数
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０
ａ

５００００

●

●

●

０

塩塩塩
縮化化イヒ

ベ ベ セ メベ

Ｊ／ ン チピチ;／
ザゼルリルゼ
ノレコ トカノト
ー一 ニ

ウウゥウ
ムム ム ム

図５界面活性剤の』.△α三０mひ九し。ＬａＱおよび

ＪＪ工α/ｃＪｚＱｚＬ…zL△に対する殺菌効果

ｏ』.△ａ１ｍＯ'７L“ＬａＱ、ＡＴＣＣ１４１７４

。Ｊ｣ﾉｔＱ/ｅｆａｕ…ezL△ＡＴＣＣ６５３８ｐ

Ａ
ＡＴＣＣ１４１７４株に対するＱｕａｔの殺菌儂度はおのおの塩化セチルピリジニウム

１４０００倍，塩化メチルペンゼントニウム７００００倍，塩化ベンザルコニウム６００００

倍，塩化ペンゼトニウム５５０００倍である。

また、ＡＴＣＣ６５３８ｐ株の場合は塩化セチルピリジニウム７５０００倍，塩化メチル

ベンゼトニウム３５０００倍，塩化ベンザルコニウム１５０００倍，塩化ベンゼトニウム

２００００倍とたり、これらの化合物はＡＴＣＣ６５３８ｐ株に比べＡＴＣＣ１４１７４株

に対し２～４倍の殺菌効果を示した（図６）。
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ｉｆ液液』，ト液
一

図６市販消毒薬の４△Mmo繊九ＬｃＬＣｚＱおよび

ＪｔＱ'&αu…Ｃｕ△に対する殺菌効果､

。囚.△ＭｍＤ'九LCL`ZＱＡＴＣＣ１４１７４

。ＪとlﾉｔＱ/ｃ４ａｚＬＬｃｕ」ＡＴＣＣ６５３８ｐ

Ｑｕａｔを主成分とする市販の消毒薬についても同様にＡＴＣＣ１４１７４株に対しては

ＡＴＣＣ６５３８ｐの３～４倍高い効果が得られた（図６）。

クレゾール、逆性石ケンを除いた消毒薬についてもＡＴＣＣ６５３８ｐに比べＡＴＣＣ

１４１７４株に対する殺菌効果が高い傾向にあり、とく(/亡両性石ケン製剤についてはその傾

向か著しく、テゴー５１では１３．３倍，テレメスでは２０倍高い値を示した。

クレゾール石ケンの場合は両菌種間における殺菌効果の差は顕著ではなかった。

ｃ低温条件下における殺菌効果

感作温度を１０℃，５℃と低くしたときのＡＴＣＣ１４１７４株に対する消毒薬の効果を

表８に殺菌儂度で示した。

Ｐ
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表８低温条件下での４」Ｑ－Ｌ７ｍＤ九ﾙoLcZQに対する消毒薬の殺菌効果

化合物および消毒剤名

１：６００００

１：５５０００

１：９００００

１：５００００

１：１４５

１：２７５

１：８０００

１：５５００

１：５５００

１：１１００

１：６０００

１；３０００

塩化ベザルコニウム

塩化ペンゼトニウム

塩化セチルピリジニウム

塩化メチルベンゼトニウム

石炭酸

クレゾール石ケン液

オスバン液「ダイゴ」

ハイアミン液

ハイアミンＴ液

テゴー５１

北研ゼソト

５％ヒピテン液

４１３

３７９

６２１

３４５
◆

１３５

２２５

６０００

２０００
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４５００
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●
巳
●
●
●
●

●
●
■
●

こ
□
■
■
一
勺
■
■
■
一
色
ロ
０
口
」
■
ロ
■
■
一
■
ロ
ロ
■
△
■
ロ
■
■
△
屯
ロ
日
ロ
（
色
ロ
ロ
ロ
ユ

２
５
８
８
８
１
１

５
３
３

４
２

２
４
５
０
４
３
５

４
１
３

３
１

0

へ

低温条件下での殺菌効果の低下傾向を図７，

８，９に示した。

界面活性剤４剤については２０℃と１０℃

の場合の効果を比較した。これら４剤とも

極端な効果の低下は認められなかったが、塩

化セチルピリジニウムと塩化メチルペンゼト

ニウムでは殺菌効果としての低下が認められ

た。さらに、塩化ベンザルコニウムと塩化ベ

ンゼトニウムでは両温度条件下において殺菌

儂度の変化は認められなかった。

１５００００

／
殺
菌
仮
睡

Ｐ

１０００００
希
釈
僑
数
） ヘ

ニヱニ#５００００

0

１０２０

感作温腫（℃）

図７温度低下に伴う界面活性剤の殺
菌効果の変化

一。塩化セチルピリジニウム
ー塩化メチルペンゼトニウム
。…○塩化ペンザルコニウム

。…。塩化ベンゼトニウム
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０
０

５ １０２０

峰’'１１hＡ度（９６）

図８温度低下に伴う逆性石ケン

製剤の殺菌効果の変化

一オスバン

。…。北研ゼット

▲－▲ハイアミンＴ液

□…□ハイアミン液

５１０２０

感作温度（℃）

図９温度低下に伴う市販消毒薬

（図７，８以外）の殺菌効

果の変化

・一一・ヒピテン

ｏ－－ｏテゴー５１

．…。クレゾール石ケン液

。…。石炭酸

市販の消毒薬については逆性石ケンとその他の消毒薬に分けて図示した。各薬剤とも感作■

Ｐ

温度の低下に伴い殺菌効果も低下したか、逆性石ケンでは５℃の場合でも殺菌濃度は２０００

から６０００倍であるのに対し（図８）、テゴー５１では５℃における殺菌濃度が５５０倍

となり殺菌効果の低下が顕著であった（図９）。

石炭酸とクレゾールでは温度低下に伴う殺菌効果の変化は少なかった。

3．考察

実験の結果からＪｔＱ/ｃＪｚＱｕ"｡u△に比へし`.△αﾉ2,ｸﾞ九ＬＣＬａａに対する供試消毒剤の殺菌効果か

明らかとなり、とくにＱｕａｔは-`.△Ｑ１ｍＯ７Ｌ化L“(/威寸して高い殺菌効果を示した。

一般にＱｕａｔ・の殺菌効果はグラム陽性菌か中心であり、グラム陰性菌に対する効果は劣る

－１５－



とされる。表９にはＱｕａｔ・の代表的な湘化ベンザルコニウムの微生物に対する効果を

芝崎（１９７４）より引用したか、この値に比べ囚.△α｣mひ九ﾙ｡ﾙﾕαはグラム陰性菌であるに

もかかわらずＱｕａｔ・の殺菌力は極めて強い。また、低温条件下でも殺菌力の低下は比較的少な

表９堀化ペンザルコニウムの殺菌作用力（芝崎：１９７４）

殺菌儂度

１：２００００

：２００００

：１２０００

：４００００

：３５０００

：２４００

微生物
「

９
０
０
５
４
４

７
５
６
３
８
１

２
２
１
４
３
２

Ｓｔａｐｈ・ａｕｒｅｕｓ

Ｅｂ・ｔｙｐｈｏｓａ

Ｅ･ｃｏｌｉ

Ｓｔ・ｈｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｓｔ・ｖｉｒｉｄａｎｓ

Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓｈｏｍｉｎｉｓ

ｂ

Ｑ

〈、サケ・マスをどの冷水魚養殖場のように低温条件下での消毒操作の機会が多い場合にも有利

であり、Ｑｕａｔ．およびその製剤は１．」αﾉｧｧ1ｸﾞ九ＬｃＬａＱに対して優れた消毒剤と成り得るものと

考えられる。

一方、Ｑｕａｔ・は普通石ケンや陰イオン界面活性剤，リン脂質，パイン油の存在により不活

化され殺菌作用力かなくなり、また有機物の共存により殺菌効果か低下することや、作用環境

であるｐＨの影響を受けると言われている。Ｂａｂｃｏｃｋ（１９６１）に硬水によって希釈した

場合にはＣａ,Ｍ９，Ｆｅイオンの影響を受け作用力か低下すると報告しており、Ｋｕｎｄｓｉｎ等

（１９５８），Ｍｙｅｒｓ等（１９６１）によればＱｕａｔ．は線維類に吸収される性質を有してお

り、このため作用力が低下するという。

これらの性質は、養殖池等の現場において、養魚機材（クモ、アミ）の消毒に応用する場合

には重要な検討事項となるであろう。このようにＱｕａｔの殺菌力に関しては二三の阻害要因

が知られており、今後、Ｑｕａｔ､系消毒薬の応用に際しては養魚形態を考慮したｉｎ－ｕｓｅｔｅｓｔ

等による阻害要因の検討か必要である。

さらに、Ｑｕａｔ・を水産用消毒薬として応用する場合は１．」α｣ｌｍＤ九１，．ＬａＱ以外の魚病細菌に

ついても殺菌効果の検討を行い、魚病細菌全般に対するＱｕａｔ・の消毒薬としての意義を明らか

にする必要かあると考える。
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